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子育てに関する課

題や計画は十分な

調査と議論を望む
森
藤　

紀
子

　

問　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

委
員
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
子

育
て
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
で
あ

り
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
反
映
さ
れ
な

い
課
題
を
把
握
し
て
い
る
と
思

う
。会
議
で
は
、行
政
が
提
案
す
る

議
案
以
外
に
も
、
委
員
が
持
つ
課

題
を
出
し
合
い
議
論
す
る
場
を
設

け
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま

た
、待
機
児
童
対
策
と
し
て
、認
可

保
育
園
の
整
備
費
を
新
年
度
予
算

に
計
上
し
て
い
る
が
、
低
年
齢
児

を
持
つ
保
護
者
は
、
小
規
模
保
育

な
ど
の
選
択
肢
も
あ
る
方
が
よ
い

と
思
う
。
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
り
、

待
機
児
童
や
保
育
園
の
申
込
者
数

の
ほ
か
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
十

分
に
把
握
し
た
上
で
、
保
育
園
を

計
画
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

答　

会
議
の
委
員
は
、
保
護
者

や
事
業
主
、
学
識
経
験
者
、
公
募

に
よ
る
市
民
な
ど
で
構
成
し
て
い

る
。
審
議
し
て
い
た
だ
く
議
案
は

多
く
あ
る
が
、
委
員
の
方
々
が
把

握
し
て
い
る
課
題
を
話
し
て
い
た

だ
く
時
間
を
設
け
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
待
機
児

童
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

平
成　

年
度
か
ら
３
年
間
で
、
約

２６

２
０
０
人
解
消
す
る
こ
と
を
目
標

に
設
定
し
た
。
年
度
ご
と
に
実
施

可
能
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
が
、

待
機
児
童
の
約
８
割
を
占
め
る
低

年
齢
児
の
解
消
は
、
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
確
認

す
る
ま
で
も
な
く
、　

年
４
月
の

２７

保
育
園
開
設
を
目
指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
生
涯
学
習
事
業
の
今

後
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

４
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
、
「
画
楽

会
展
覧
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
油

彩
、
水
彩
で
描
か
れ
た
華
や
か
な
作

品
が
並
び
ま
し
た＜

市
役
所
７
階
展

示
ホ
ー
ル
に
て＞

　
　
　
　
　

越
川　

好
昭

　

問　

平
成　

年
度
予
算
に
は
、

２６

寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸
事
業
化
に

向
け
て
、
地
域
住
民
な
ど
へ
情
報

を
提
供
す
る
北
伸
ニ
ュ
ー
ス
配
布

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
建
設

反
対
の
陳
情
が
出
さ
れ
る
中
、
寺

尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
は
、

平
成　

年　

月
か
ら
２
年
間
協
議

２２

１０

を
行
い
、
天
台
小
学
校
か
ら
大
塚

本
町
ま
で
の
間
を
ト
ン
ネ
ル
で
結

ぶ
こ
と
を
決
め
、
検
討
報
告
書
を

県
に
提
出
し
た
。　

年
度
か
ら
は
、

２５

県
が
主
体
と
な
り
、本
市
、海
老
名

市
、
座
間
市
の
４
者
で
勉
強
会
を

始
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今

後
の
動
向
は
ど
う
か
。
ま
た
、
寺

尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
を
再

開
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

答　

厚
木
土
木
事
務
所
東
部
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
勉
強
会
で

は
、
各
行
政
機
関
が
協
働
で
当
該

路
線
の
役
割
と
機
能
を
明
確
に
し

て
、必
要
性
の
検
証
を
行
っ
た
後
、

構
造
な
ど
の
概
略
計
画
案
を
作
成

す
る
な
ど
、
事
業
化
に
向
け
た
検

討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
関
係
機
関
と
の
調
整
の
中

で
、
地
域
住
民
の
意
見
が
概
略
計

画
案
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。ま
た
、概
略
検
討
案
が

作
成
さ
れ
、
地
域
住
民
に
提
示
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
際
に
は
、
当

該
地
域
の
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
地
域
の

方
々
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に「
綾
瀬
イ
ン
タ
ー（
仮
称
）

の
影
響
に
つ
い
て
」
「
深
谷
落
合

地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
」
「
米
軍
機
部
品
落
下
事
故
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

寺
尾
上
土
棚
線
北
伸
事
業
化
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
を
問
う

　

問　

深
谷
落
合
地
区
ま
ち
づ
く

り
の
機
運
低
下
を
受
け
、市
は
、第

６
回
線
引
き
期
間
内
で
の
特
定
保

留
区
域
設
定
を
見
送
り
、
第
７
回

線
引
き
見
直
し
時
に
、
保
留
区
域

の
設
定
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

加
え
て
、
農
地
法
関
連
の
規
制
強

化
に
よ
り
、　

㌶
以
上
の
農
振
農

１０

用
地
は
、
特
定
保
留
区
域
に
含
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た

二
見　

昇

め
、
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
計
画
を

白
紙
に
戻
し
、
新
た
な
計
画
で
協

議
を
行
う
の
か
。
ま
た
、
市
長
自

ら
、
保
留
地
の
購
入
を
希
望
す
る

企
業
を
誘
致
し
、
権
利
者
に
説
明

す
れ
ば
、
多
く
の
方
は
賛
同
す
る

と
思
う
。機
運
を
高
め
る
に
は
、ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

昨
年　

月　

日
か
ら
１
月

１２

２０

　

日
ま
で
の
間
に
実
施
し
た
意
向

１０

深
谷
落
合
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
新
た
な
計
画
が
必
要
で
は

調
査
は
、
仮
同
意
の
調
査
時
に
比

べ
、
回
答
率
、
賛
同
率
と
も
低
下

し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
第
６

回
線
引
き
見
直
し
期
間
内
で
の
手

続
き
や
、
第
７
回
線
引
き
見
直
し

時
の
即
時
編
入
手
続
き
で
は
不
可

能
と
な
っ
た
。
今
後
、
第
７
回
線

引
き
見
直
し
で
は
、
保
留
区
域
の

設
定
が
出
来
る
よ
う
努
め
て
い
く

が
、
工
業
系
新
市
街
地
と
し
て
の

位
置
付
け
は
変
わ
ら
な
い
。
今
後

は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
振
り
返

り
、
整
備
可
能
な
事
業
内
容
を
見

極
め
な
が
ら
、
国
や
県
と
協
議
し

て
、
改
め
て
保
留
区
域
の
設
定
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
事
業
開
始

が
前
提
に
な
け
れ
ば
、
保
留
地
を

購
入
す
る
企
業
も
現
れ
な
い
。

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之

　

問　

こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
の
公
設
化
を
求
め

て
き
た
が
、
本
市
が
公
設
の
方
向

に
か
じ
を
切
る
こ
と
は
感
慨
深

い
。
多
く
の
ク
ラ
ブ
は
、
施
設
が

狭
く
汚
い
が
、
学
童
保
育
連
絡
協

議
会
と
協
議
し
、
学
校
や
児
童
館

な
ど
の
活
用
を
検
討
し
な
い
か
。

ま
た
、
学
童
保
育
の
経
営
は
苦
し

く
、
指
導
員
の
報
酬
を
減
額
す
る

た
め
、指
導
員
会
議
な
ど
、本
来
行

う
べ
き
業
務
を
削
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
父
母
会
が
運
営
し
て
い
る

た
め
近
隣
市
と
比
べ
保
育
料
が
高

く
、
保
護
者
の
負
担
は
大
き
い
。

指
導
員
の
待
遇
改
善
や
保
育
料
負

担
が
一
万
円
以
下
に
な
る
よ
う
、

財
政
支
援
を
検
討
し
な
い
か
。

　

答　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴

い
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
は
、
国

の
基
準
を
踏
ま
え
て
市
町
村
が
条

例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の
議

論
を
経
て
、
基
準
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。今
後
も
、運
営
に
関
し
て

は
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
や
保
護

者
会
と
意
見
交
換
し
て
い
く
。
ま

た
、
指
導
員
の
処
遇
や
確
保
の
苦

労
も
聞
い
て
い
る
。
指
導
員
の
資

格
取
得
な
ど
に
国
や
県
の
支
援
が

検
討
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
情

報
把
握
に
努
め
て
い
く
。
保
育
料

は
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
運
営
支
援
や
県
な
ど
へ
の
補

助
金
要
望
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
指
定
管
理
者
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
」
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料

の
考
え
方
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

施
設
の
公
設
化
に
か
じ
を
切
る

学
童
保
育
へ
さ
ら
な
る
支
援
を

４
月
７
日
、
入
学
式
が
各
小
学
校
で
行
わ
れ
、
新
入
生
は
上
級
生
の
歌
で
迎
え

ら
れ
ま
し
た＜
天
台
小
学
校
に
て＞

議

会

の

動

き

議

会

の

動

き

●
２
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２０

運
営
委
員
会
・
議
会
改
革

検
討
協
議
会

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
初

２７

日
）
・
議
会
運
営
委
員
会 

・
議
会
全
員
協
議
会

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２８

２
日
）・
議
会
全
員
協
議
会

●
３
月

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

４
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

５
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

６
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１３
　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１７

３
日
）
議
会
全
員
協
議
会

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１８

４
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

議
会
改
革
検
討
協
議
会

１９
　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
最

２４

終
日
）
・
議
会
全
員
協
議 

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

●
４
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２１

改
革
検
討
協
議
会

●
５
月

１
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１３


